
アジア経済け｢究所

Ｉ制度の沿革

アジア経済研究所においてラテン・アメリカ地域の研究をもとりあげることになったの

は，昭和５５躯それまで財刷法人であったアジア経済研究所をｉ特殊法人に改ｉｎするた

め，「アジア経済研究所設立に関する法律」が閣会で祷麓されたとき，アジア地域に限ら

す：アフリカ，ラテン・アメリカの渚地域をも研究対禁地域に含める，と決議されてから

である。それからラテン・アメリカ研究職働の採川，ラテン・アメリカ研究資料の蒐集が

計画きｵｌ昭和５７鋼こはじめてラテン・アメリカ研究グループが組織されることになっ

た。

昭和５７年，調査研究について焔凋蚕研究鯛２部および鋼５部が設けらｵＢ第５部は

中蕊アフリカ，ラテン・アメリカを担当することとされた。同年５月，ｉ１３５部ラテン・

アメリカ・グループに次の４名力蝿偶された。

常任専門委員大原美範（現在，神奈川大学教授）

部貝桜井雅夫

” 石３１１：章

〃 紬野１Ｍ（雄（休職中，鰯血ラテB／・アメリカ経済委員会）

調査研究部でのラテン・アメリカ研究の笹臓とあい叢って，図書資料部においても，ラテ

ン・アメリカ研究資料の蒐集体制を縦欄した｡

昭和５８年２月，研究所の機構改革が行われた。調査研究第２部および第５部を統合し

て，調査研究部とLこれを地域別に７つの調査室に分けた。｜日凋査研究第５部のラテン

・アメリカ・ゲループは，鯛査研究部第７調査室となり，室長には大原美範が任命された。

室員は，ラテン・アメリカ・グループのメンバーであった力１４川，新たに山田睦男が加

わった。

昭和59年４月,調査研究部Ｄ７室の名称が変更さ独弟7調査室はﾗﾃｿ･ｱﾒﾘｶ

錘室Ｌなった。室長および室員はもとのままである。
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研究機側めぐり

ＩＩＢ和５８年度からラテン・アメリカji1蛾への海外派iiXが狸施され，桜ﾉﾄﾞ稚夫はブラジル

のリメ・・デ・ジャネイI:'に赴任した。ｉｌ{１m５９年には，大蔵省から出向した篠沢恭助がア

ルゼンチンのプニノス・アイレスに赴任した。昭和４０年には細野昭雄がチリのサンチャ

ゴに、昭和４１年には石井率がメキシコのメキシコ市に赴任した｡1111和４２年に'さ通産

打より出向の向坂端がプヱノス・アイレスに赴任した。

Ⅱ(l和４１年４ﾉ]にMiU:寅料部にB｣【i1riii料ii蛎f室が投げらj}し，ここでもラテン・アメリカ

ｉｌｉＩ１ｌの経F9fおよび投資nM境に関する釧光を行うことになった。同年，同察より小坂允離が

リオ・デ・ジャネイロに派適された。

｜Ｉ日和４２年５月，ラテン・アノリカビM斑室長・大原美範は辞職し，４ﾉ１，脚搬隣科部投

資fT料鯛進塞参klF・ｌｉｉｌ部広治がラテン・アメリカ識!f鋼迩霊長に任命された。４月新たに

今ﾂﾞｷ圭子が室員となった。

何年７月，調査研究部の機構改革が行わｵ９地域霊制陛力漉止されたのに伴いラテン

・アメリカ調査茎の呼称も消滅した。しかし，：畷E研究部においてラテン・アメリカを専

攻する職員は従前迦')であって〕研究ゲループを組織して，ラテン・アメリカ研究を続け

ているs

MUlV14‘平に'よ石ﾂﾞﾄｺitが海外派逝からｲii】i興して鍋燕研究部に戻り、４４年には山田鑓出

がブラジルのサン・パウロに赴伍した。寵た，４４年４）｣には新たに吉田秀､11が調盃研究

部に人()，ラテン・アメリカ研究に加わった。

閃{11:資料部ijld2ifr\:}測琵篭では，珊和４１年艇にメキシコの経済および】蝋i麗境に関す

る渦斑露貝会〔主ilIi・ＩＭＩ部広治），llHIVI44年喚にブラジルの経済および役？i環境にIjUす

る柵正委員会（主子11・大原美施）を脳聯した。

Ⅱ調査・研究活動

'1）「【1列南米におけるわが国企業提挑」にUAIする研究露瓜会

IlH和５６鴫ラテン・アメリカにIRIし岐初に組散された研究委員会であお・これに先

だら「］浦アジアにおけるわが１割の企業挺拙」に関する研究委員会が組織された力ｉ同

一主従によｉＬ中ｉＩｊ米の問題をと1Ｊあげたものである。委口会メンバーは下;｡⑭〕uiI〕で

ある。

」ﾖｺﾞﾓ古瀧利久三（EJn:，経済団体迎合会哩纐Ⅲ醜）
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大膿美範

渡辺栄二（総営コンサルタント）

中島平一郎（三菱商珈株式会社）

ｉｉＫ氷孝雄（通商産業街）

川合三郎（皿商産業省）

伺委風会の報告番として，昭和５，:牢I弓古藤利久三鍋「中南米におけるわが国企

業提携の実態」（調査研究報告双科館４６架）が発行された。

Ｉ２１ラテン・アメリカ産業構造研究委員会

昭和５７４％アジア経済研究所にラテン・アメリカ研究グループが設けられて般初の

研究蚕凰会である。委員会は調迩研究第５部のラテン・アメリカ．グループを主体とし

て構成された晶

主変大原美範

大野盛雄（現准・東京大学教授）

西川大二郎(麹Ｅ法政大１１it)

桜沖權夫

石井流

昭和５７年１２月から５８．t'二１月Iこか(力現地調壷のため，大!願芙範がブラジル．ア

ルゼンチン，メキシコ，アメリカ合衆国に派迫された。

委員会の報告譜として，’Ｍｍｌ５８ｆＩ二に，「ラテン。アメリカ錘業櫛造委員会報告」が

発行された。

(3)「アソデス諸国の繼済l)#苑」に関するi)碗委員会

調通研究部第７調通宝により，昭和５８年に投げられた研究姿貝会であづて，アンデ

ス諸国の経済開発のiij暁を目的とした。繋員会のメンバーは次の通I)である。

主在大原炎範

松測保（現在，慶応大学助教授Ｊ

山口岳志〔輿窪駒沢大学助教授）

紬野昭雄

委員会の報告稗として，昭和４０４Fに大原美範輪「アンデス寵幽の経済発展」（調五

研究双香第１１４染）が発行された。
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研究機ＩＨＩめぐｂ

(４１「ラテン・アメリカ目111貿易連合」研究金

，,H和５，年に鍋壷研究部ラテン．アノリカ鋼盃篭が設けた研究委風会である。ラテン

・アメリカの経済統合を研究するため，先ずラテン・アメリカ自由貿易ju1合をとりあげ

た。番剴会のメンバーは次の池'〕である。

主准大原美範

松ｉｎ保

水野一（現rZ･上智大学助教授）

神尾昭男（東洋経済澗轍社）

稲填邦人（三J＃物澱株式会M:）

紬野昭雄

ＩＨＩ和４０年２ﾉ]から５月，現地調査のため大原爽範がメキシコ，コロンビア，エクア

ドル，ペルーに派遺された。

婆f１余の報告評として，昭和４１年，大原英範縮「ラテン●アメリカ圃曲寅易迎合」

（拠交研究双翻認’２５集）が発行された。

１５）「[１１米共1ｉｉｉ市場」'５髄会

Ｕ【l和５，年にラテン・アメリカ自由貿易辿合逵とI)あげたのに続き，ラテン・アメリ

カ鯛盗茎は昭和４２年童で，低調発地域の畿済統合について奨脚I研究叶画を契施するこ

ととな（)，ｉＭＷ１ＭＯ年に}よ中米｣胴市場②研究を実施した｡穐凸会のメンバーは吹の通

りである。

王梵大原美痴

松ｉｉＤ保

山ロ岳志

水野

中川和彦（現猫hjuIk大学助教授）

野原昂（長jUIjjU芝HMI猫窒所IDI）

山田睦男

本研究会においては，中米共l司F1『場の貿易についてl1fiu分折を行った○針lit分折は，

樫illi雌IiWni昂が担当し，その成果'四所内資料,「中米共同7i7場の貿易榊遼」｡「中

米jL1iijiIir場と締済成長」として発表された｡
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委員会の報告制Fとして；ＭＨ和４２年，大原美範総「中米共同il『場」（調査研究双譜

第１５４染）が発行された。

(6)「ラテン・アメリカ経済雛iと経済開発」に関する研究露圃会

IMI和４１年に低IlIl発地域の経済統合に関する研究の一環として，ラテン・アメリカに

おける経済統合と経済開発との関係について研究するために設けられた研究委員会であ

る。委員会のメンバーは次の通りである｡

主査大ル樹美鞄

松ｉＨｉ保

水野

中川和産

山Ｈ１雌男

昭和４１年８月から１０月，現地調う虚のため大原美範がラテン・アメリカ諸圏に派過

された。

襲貝会の報告杏として，昭和４５蠣大原美範縞「ラテン・アメリカ経済統合と経済

開発」（謝夫研究双諜第１５１梁）が発行された。

17）「ラテン・アメリカ騒済統合の条件」に関する研究委員会

低開発地域のﾎﾞﾄ済統合研究のi没終出趣の研究として，ラ牙ソＰアメリカ経済統合の条

件を究明する研究委員会力、調査研究部ラテン・アメリカ鋼迩室によって．昭和４２年

に設けられた。譲負会のメンバーは次の通I)である。

主迩大原美範

中川和彦

神尾ＩＭＩ出

水野

山田睦男

委員会の報告番として，昭和４４年，大原美範繍「ラテン・アメリカ経済統合の条

件」（識Hf研究双剥錦１６，架）が発行された。

(8)「ラテン・アメリカにおける経済発展の猪ﾗ群」に関するリモ究委員会

ラテソ・アメリカの経済発展に関する従来の諸理論を再検討するため，昭和４５年瞳

より５ケ年計画で謎ナられた委員会で，メンバーI工次の迦1Ｊである。
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研究樋凹めぐり

主査岡部庄治

山本進（毎日新剛社）

呉天降（立正大学）

巣山哨司（大阪外語大学）

鮒坂浩太郎（閣際基督教大学大学院肌

石沖氷

今井圭子

吉田秀穂

昭和４５年９月から１１川にかけて，岡部広治鋸ラテン‘アメリカ諸国及びソ連に

ついて，現地調交を行なった。昭和４４年１２月～昭和４５年１月にI;K，巣山靖司が〆・

キン。，ペルー､、アメリカについて，同様の調壷を実施した。露員会の中間報告として

昭和44年にラテソ･アメリカ経済発展の諸条件ＬⅡ(所内寅料)が刊行された｡

(9)メキシコ縫済と投資環境に関する調査委員会

図iｻﾞ資料部投涜資料調盃室による「國別tHj3f概観」(乍鱗亦奨'〕一J罰として，昭和４１

年にメキシコ経済と役i1f環境に関する鯛迩委員会が設けられた。露貝会のメンバーは次

の通りである。、

主澁岡部広治・

辻羊三（外務省）

中川和彦

淵村和次（通産省）Ⅷ

利根１１」散郎（日本輸出入銀行）

福井博旗（日本貿易振興会）

昭和４１年１１月～１２月，魏地調査のため岡部広治がメキシコ，中米に派ij:lされた。

握瓜会の報告番として，昭和４４鵯「メキシコー経済と投資環埴」が発行された。

(1Mブラジル継済と投資環境にUUする調議委員会

図譜資料部投溢資料調蚕室によ（ん昭和４４年にブラジル経済と投資環境【こ関する調

奔委圃会が設けられた｡委員会のメンバーは次の廻りである。

主森大ルiN美範

抑本度正（海外移住鯲業側調査室長）
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小林利郎（東京銀行･）

神）遣昭男

水野

淡野武司（日本輸出入銀行）

小坂・允雄

昭和４４年９川から１０月，現地調壷のため大原芙範がブラジル，アルゼンチン，ア

メリカ合衆国に派遮された。同露員会の報告醤「プラジルー経済と投資環境一」煙

昭和４５年度に刊行される予定である。

(111「ラテン・アメリカの統計」に関する研究姿凰会

ラテン・アメリカの統;汁琳ＩｉＩｉを明らかにするため，慨和５７年歴に投げられた委員会

でｂ翌昭FII５８年度は，鋸托研究として胤鍼された。露貝会のメンバーは以下のjnmi)で

ある。

主盃北川蕊（行政符理庁統計審識樹）

鋤川宏（””）

小熊鉄雄（総j1M府統計認識官）

門田英即（行政管理庁統計基準局副審五官〕

氷山貞剛（国述木部統iilJUWi職員）

関迦彰（総理府統計騎悶勢統計課）

（役職名は当時のもの）

,委且会の報告藩として，昭和４０年に，」上川幾編「ラテン・アメリカの統計」（アジ

ア経済調薮研究双響第１１８巣）が出版された。

']２１「ラテン・アメリカの租税制度」委托調輩

昭和５９，４０年の２年にわたI)大ｉｆ罐T主税局内アジア租税研究会（代表藷・大倉興

隆）に，ラテン・アメリカの租税制Ｉ虹について綱蚕琶委;Eした。ｌ可研究会は，MBf､５１，

４０年のそｵ1それ８ﾉjから１０月にかけて，メキシコ，パナマ，ベネズエラ，コロンビ

ア，プフジノ％ペルー，チリ，アルゼンチンに謝也調盗を、h旨い，以下の調査報告をと

りまとめた。

１．アジア租税研究会糖「ラテン・アメリカ諸国の租税制度，Ｉ－ブラジル」ilIl和４１年

（アジア経済調盃研究双磐第１２５染）
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研究権IRIめぐり

２．アジア栂悦lijI究会鯛「ラテン・アメリカ諸'1』の祖税制腿，ｌｌ－メキシコ」昭和４１年

（アジア継済凋斑研究双普箙１２６躯）

３．アジア租税研究会編「ラテン・アメリカii荷閣の租税制腿．Ｍ－ｱﾙｾﾞｿﾁ:/h｣昭和４２』'二

（アジア掻済認識研究双諜第１５５鯉）

４．アジア租悦HIl究会縮「ラテン・アメリカ諸因の租悦制度，ｌＶ－ペルー」昭和４２４i二

（アジア纈済調在研究双書第１５６１１１）

５．アジア腿穐研究会櫛「ラテン･ガリカ３１;b1lの租税制嘆Ｖ－チリ」昭和４２年

（アジア繩済劉究研究双脊第１５７巣）

'１３「lliI際石１１１１鰹災の発腱」に関する研究露fJl会

昭和４qfI二に没けられた蚕fi会で，１１８m４５年'二なぞ》て始めて，ラテン・フ,メリカ地

壌特にメキシコ，ペオ､ズエラを研究対象とした。襲画会のノソパーは次の通()である。

主従松村満二郎（挫折成奨&鯛亡部）

間下長一（アラビア石油）

神塁｡$“ｌｉｊ（東洋繩済新報社）

遮辺溌蕊（九維澁ilh〕

ｉｉＵｌｌＨ敏男（外務行アメリカ脇）

ｉｉｌｉ水速（Ｊ１〔京外国譜大学）

小坂允雄（FWI:尚料部）

メＬ谷吉男（縫済成災凋滋部）（役職名は当時のもの）

IMI和４４年２)】－．５月に，同蚕貝会よ')現jU1鋼准のため松村精二郎がアメリカOメキ

シコ．ベネズエラに派逝された。委員会の報告YIFは，ＭＨ和４５年度に刊行の予定である。

同委戯会は，IlR秘４４年度にもひき続いてアルゼンチン，ブラジル，コロソピフ,。ペ

ルー，ボリビア等の渚園を対象l弓湖］Ｗ(究遊行たつ鱈委員会のメンバーは以下の通

りである｡

主准松村滴二郎

埼瀬幸一（外務布アメリカ局）

１１Ⅱ澱聾（石ilIllH1発公団）

ｈ叶水透（】〔京外側鍋大学）

鈴木金司（Ｊ１[京銀行アメリカ部）

－８８－
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lH］

小

丸

焚
允

（アラビア輪ｈ）

（園ilfFf料部）

(繰済成奨釧磁部）

下
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Ｎ資料活動

昭和５７年｣’11】iPのラテン・アメリカ地域に対する剥正・研究体制の整備に対応して，同

地域に関する演料の収築，錐61iもまた劃こされていった。昭和３８年１０月－１２）】に'よ

境地調錘として当時の脚蒋厳科部長阪田貞宣，参考課小坂允雄がアメリカ及びラテン・ア

メリカ諸国に派過され，Ｂｉ地の鋤迩・研究機ｌ３ｌｌとの交換６９係の確立，蕊本的な賢料のllXlf

等を行敢弓,た。同ｉＦ１１ノ]には．西向彌昭，生胤芳削lｂ催々木専三IIijの三氏に依頼して，

ラテン・アメリカ縫済にBLIする聖本文献約５０点について，解題を行なった。（「ラテン

、アメリカの織済」文献解題シリーズ第５躯）なお，この統鳳として，翌昭和５１年にI証，

画向蕊I1H，村上牧．生蝿芳郎の三氏に執21Eを依軌した「ラテン・アメリカの経済|I」（文

蔚瀞越シリーズ輔，姫）を刊行した。同じく同率に“図､1F筬科部参考梨三竃ルミ子，

蕊査研究部，lllMl鱗り)によ・て．「ラテン・アメリカの継済;:ii合に関する文献と雑誌i;ｄｌＷ

（研究参考Fr科鯏５３１１：）が作成された。UHm42平には，統而として，同じ綱者によっ

て，「ラテン・アメリカの雛済統合に関する文献と雑総記JI1rll，１９６３－６６J（iL1iliiIf

所内寅科）が作成された⑩

翻苔資料部紙製の定l1jI刊i了翰lとして'四従来「外翻雑誌艇IIT索引」「涜料月報」「海外

経済資料」があり．資料の紹介解｣画文献目jiltの作成，研究I鴬､Qの紹介等をiTなってき

たが，１１６７ｔ１２４ﾉ1以飾，「アジア蕊iﾃ藏科ﾉ】報」として一本化された。これら猪雅錨

に掲較されたラテン・アメリカIHI係の論文・資料は以下の逆I)である。

海外綴済憐艸

１９６５年４/j：ブラジル政府経済活動叶測（１９６４－６６）執躯・lHjlnI】:IIilH

１９６８年５ﾉｌ：モレイラサーレズ銀行ブラジル統済２５蠣

執蛾・田坂仁郎【国会図普館）

アジア級淡淡料月報

１？６９年５｝ｌ：文献目録：ブラジルにおける外幽投資の法制度（桜井稚夫）

盗料収集活動の一難としての圃際父諜について1期Ｉ珂際樋UIL欧米諸国の研究磯ＩＨＩとの

－８９－



砿究極側ぬぐｂ

交換は勿論で泌蒟男】１１７０:牢５jj製邊ララン．う゛メソカ繍蝋に祇在する約５５の渦

=ｌけlilf究熊関と資料交挽を行なって篭I)，富庁出版物の収鰹に効果がﾉﾋﾟきい。

資料iiIi1lM1のMﾄﾘ隊的なjlkljlI強化のひとつとして，ＩＭＩ和４`ｌｆＦ６ＨにI角収鯛灘．'1阪允雄

がプェルト・リコで洲かれたラテン・アメリカ鋤究．ｉⅡ究機関の国際的な資料収姫述絡組

織である「ラテソ･アメリカ掴式資料セミナー」（ＳＡＬＡＬＭ）の総会へ．アジアjUjjFH

okI)初参加Ｌた゜ｉｉｉ雛F1は‘あわせて，中米・カリプ海地域の繕済１N1発関係資料の収襲を

行衣かた。

昭禰ｌ４４ｆＩｆには，それ叢で年刊として出版していた闇H1F目録を総合し，「アジア経iiWW（

究所蔵褥倒蝋１ワ５９－１９６８」第１－第２巻を刊行した。収録寅料は，創設以来，

昭和４３年５M未までに受入れのもので，節１巻はアジア,、中近〕l〔地域，第２懇,典アフ

リカ，ラテン゛フ，メリカ，その他となっている。ここに収録されているラテン．アメリカ

関係溢料は約5,000点である。書名索引，蒋者名紫引が今後刊行の予定である。

Ⅳ出版青科

既述の冬餌研究活鋤資料活勤に付随したu{臓物の他に，外部への委託羽交及域個人

の薪訳編;i1F等を上げれば以下の通I)である。

｢l）図排

ブラジルの織済榊造柴田銀次郎綱Ｉ１ＨｉｉＩ５７年

（アジア経済研究"リーズ第２２難〕

ラテン・アメリカ縫済研究緬什桜井躯ｼﾞ雷昭和５７竿

【アジア経済研究シリーズ館５５鯉）

アルゼンチンの綴済椛造柴田鯉次､l蝿昭和５７年

（研究参考質料鯛２７染）

ペルー綴済社会１１M発計ｉｉｉ１，１９６２－１９７１（翻択）昭和５８』'二

（研究参考寅科第５４＃し）

ブラジルの工莱化とインブレーシロソ西向獅冊蒋昭和５１年

（アジア経済調変研究双111：躯１ｏ，鰹）

ブラジルにおける外圃資本の法制腿桜井稚夫藷昭和４０年

（研究参考資料第８０雛）

－９０－



ブラジルの産業'111発西向蕊昭鰯１１鯛１４１年

（研究参慧涜科鏑１０７築）

バンパの発腱と停滞篠沢恭助藷IIH和４と年（アジアを見るｌｉｉＬ９）

ラテン・アメリカの経済大原美範辮lIl和４５年（アジアを見る眼２１

ラテン・アメリカと外国企業篠沢恭助著IMI和４５年

（海外投賢参考YH科蕊４１号〕

ラテン・アメリカのi捌発政策Ｒ・プレビワシユ藩大原美滝沢iii{和４４

（アジアを見る胆２８）

）

４年

ブラジルの企業 小坂九雄編 昭和４４年（外閣の企業第１１躯）

－９１－．



剛究樋凹めぐり

神奈ⅡⅢ大学

神奈川大学Iネ貿易漣として発達した横満而に設けられたことが影騨し，創立以来貿易に

関心が強く，経済学部に貿易学科が綿済学科と並んで設けられていた。またスペイン語が第

２外聞謡として，軸'H学校時代から教科月に組まれていた。このような背凱のもとに外国語

学部が投げられたが，そのときにも英議学科とスペイン藷学科が設磁された。

昭和４０錨スペイン雛学科が設けられたときすでlこ英語学科があった鵡正式には英

藷英文学科と称し，地域研究$こついては全然関心が麓かかた。スペイン語学科長に会田,１１教

授が就任してから,外国譜学部は地域研究に璽点をおく必要があることを明らかにし，スペ

イソ藷学科の学科課程を整備することにたらた。j綴済学部貿易学科においても，地域幾済論

の識灘が行なわれ，すでにアメリカ経済識アジア綴沃論が教科目に総み入れられていた。

ここにおいて，聯済学部貿拙学科および外的語学部スペイン語学科にラテン．アメリカ経済

論を投げることが必婆とされ，昭和４２年ラテン・アメリカ経済論につ､､て専任教員（大原

英範）を採用した。

外嗣藩学部スペイン譜学科は，［in和４５年に語学文学コースと地域研究コースとに分けら

れた鯛地域研究コースの教科目としてI式ラテン．アメリカ総済論があるにとどまった。

昭和４４年'２つのコースは廃止され，選択性が高いカリキェラムが繍成された。それと,可

時に地域研究の教科側の充実に考愈が払ねＩも，ラテン．アメリカ刻上史（高山智博）が殻け

られた。昭和４５年度にはいっそう充実し，ラテン．アメリカ地域研究を総括し，入ﾄﾞﾘとし

ての鐡義を行うためラテン・アメリカ地域研究概論（水野一）を設けた。さらに，法律・政

治について，ラテン・アメリカ法（中川和彦），ラテン．アメリカ政治史（三谷弘）を数科

目に組み人j1Lた。

溌輝撲部においては地域経済論の識栽が整備さねアメリカ，ヨーロッパ，アジア，ソ連，

中鴎ラテン・アノリカについて実施し，錨２経済学部においても以上の鋼製が行われてい

る．とくに経済学部からの辮廠者が多い神奈川大学のラテン・アメリカ経済論は．地域経済

の分折にとどまらず，ラテン・アメリカに発達した独自の経済理論，すなわちプレビプンュ

－９２－



斑論，インフレーションについての構造学派の理論の鋼義に多くの時NIIを割いている。学蛎

の関心l土，むしろ南北111蝿におけるプレピヴシュ理論の意錠というような問MKIに向けられて

いるからである。

外阿籍学部においてI詔将来ラテン・アメリカの社会についての猫鞍避も実施する予定で

ある.

上智１太字

上将大学は大正２年，ドイツ人へルマソ・ホクマン師によって投立された力ｉ当初よ')多

数の外ilil人教授を施し，東西文化の交流による．西欧へのかけ橘・としてわがIiiの大学のKI1

Iこあって特典itに地位を占めてきた。戦後，外国'{兜の求要性がますます問まるとともに，昭

和５５年，外鰯語学部が新設され，英畿ドイツ露フランス鍋イスバニア鑑ロシア語

の名学科が股けられ，さらに昭和５，年にはポルトガル鵠学斜が珊殴さｵしたし外１割語学部の

目的は，外掴鵠の修得と同時Iこ，これらの外飼譜が識されている名文化四にUlIする総合的な

研究，すなわち″地域研究〃を行なうことにある。この目的'二沿って，１IHiil44年，外園語

学部内に圃際関係研究所が設けられた。

当大顎こおけるラテン・アメリカ研究瞳イスバニア鶏ポルトガル鵠ilIi韓斗の1段力）学

部から独立のイベロ・アメリカ研究所，ポルトガル・ブラジル・センターに拓いてもiTなわ

れており，両学科と２つのセンターが密接な協力を保ちつつ研宛を進めているのが特色であ

る。イスバニア鵠ポルトガル語両学科には，ラテン・アメリカ研究に[M1するiili々の繊腿が

段けられており，その内溶は雫々充実されつつある。粥１，第２鑓|xに対して１５K，いわ'ﾜ，る

びサーベイ・コース〃として，イスパニア譜学科には「西・西米刻L入１１Ｉ」（）

「ラ米文化災」（高山智111），ポルトガル語学科に'土「ブラジルlljf究人ｌｌ１ｊ」（水1111:－).．

「ブラジル雌史。ｊＵ』｣111」（何）が設けられ，このほか両学科共jui科圃として「ラ米史」（Ｇ

アソドラーデロ西語学科UM識）がある。このような基礎的研究にもとづいて，卵５，節４学

罪に対してｗＩｌＵ科目が設けられているのである。イスバニア語学科では，「函米文学liii習」

－９５－



iiji兜機関めぐり

（高山智将），「ラ米特殊研究」（同）０「ラ米経済地理』（Ｊ･フエルナンデス），ポル

トガル譜学科では「プラシル文化史」（Ｖ･ローシヤイタ），「ブラジル史演習」（佐野泰

彦）。「ブラジル綴済iHilW」（小林和郎）、「ブラジル文化iiillW」（ローシヤイタ），

「ブラジル文学波習」（Ｍ･ジアナチーニ），「ブラジル政治･･行政」（福船正徳）．（ブ

ラジル政治過程」（Ｍ･クレスポ）がある。そして両学科共通科目として，西譜学科鯵阿の

う米政治機JlIi」（アソドラーデ〕，「ラ米政治llFliV」（同L「ラ米商法」（【I】川和彦〕お

よび揃謡学科llII難の「ラ米繩済践」（大原英範）が設けられているっ

イペロ．フ・ノリカ研究所}ムイペロ・アメリカ諸国の政治・綴済・社会・刺上等のIHI題に

ついての:M]if研究を行なうⅢ的で昭和５９年に役立されたが，４５年５月現娠蔵鵜数約

５，０００Ⅲ}，宝１１１鰯識雑誌数約８０種を数亀セミナーの開mi，研究資料の出版など幅広い

活動を行なっていろ。またイペロ・アメリカ問翅に対する学生のＩＭＩ心をよ')問めるため，西

謡荊譜iII学科開識のラテン・アメリカⅢINHにＩＭＩする鋪装を５２単位以｣：取得したものに対

し，特別修了莊蒋を出している。一方ポルトガル，ブラジル・センターはW1和３４年に設

立され，nij謡学科新設の蕊礎を築いた。現伍イベロ・アメリカ研究所の妹妹臓09としてブ

ラジルに側する冬顧調斑研獺海外との資料交換などの活動を行なっている。

上智大学外国語学部

イスパニァ譜学科
C

西米文学波習（実習4単位，通年週211執１１)〕

崗山智博助教授

ミゲル・アンヘル・アストウリアスがノーベル文学賞を受賞したことから，わが国でもラ

テン・アメリカ文学がおくればせながら脚光を浴びるようになった。ラテン・アメリカには

このほかにも，ポルヘス，ネルーダ，それに妓近ではガルシア，マルケスなどのような国際

的名声をiＩしている作家が少なくない．獺ＦＵｌＷ、現代ラテン・アメリカ文学の新しい傾向

のiIl始迩告げる先駆的作品となったＪｕａｎＲｕｌｒｏのｃＰｅｄｒｏＰｂｎａｍｏＤを取り上

げてみたい。
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ラ米文化史（識鞍４単位，埴土'二週２時間）

高山智博助教授

ラテン・アメリカの植民地時代に関する研究は，わが国では皆無に等しい。しかしながら，

現代のラテン・アメリカをよ{)よく日臘解するためには，このスペイン領時代の#|:会および文

化を知ることが必要不可欠である．本年腿はこの時代に焦点をおいてみていきたい。

参考図書としては,MarﾕａｎｏＰﾕｃ６ｎ－Ｓａｌａｓの〃ＤｅｌａＣｏｎｑｕﾕｓｔａａｌａ

ｌｎｄｅｐｅｎｄｅｎｃユa"（Ｃｏｌｅｅｃｉ６ｎＰｏｐｕｌａｒ・ＦｏｎｄｏｄｅＣｕﾕｔａｒａ

ａｃｏｎ６ｍｃａ)等を使用する。

ラ米特殊研究（識続４単位，通年週２時間）

問山智将助教授

現在，ラテン・アメリカは他の先進諸国と劣ら筑非常な早さで変化している。いつ熊で，

もめんびりした国柄というわけにはいかないのである。本古膨義では，１９７０年度出版の

‘Ｖユｓｉｏｎ夕，ワＣｕａｄｅｒｎｏＳＡｍｅｒユｃａｎｏｓ”等の雑誌や研究誌を便lHして，変貌

する現代ラテン・アメリカの政治・経済・社会・文化にわたる渚問題を正確に理解・把握す

ることを目的としている。

ラ米経済地翻（講義４単ｆＬ通年週２時間）

Ｊ・ＦｅｒｎＡｎｄｃＺ兼任繊師

第１部：概説的に地理・気候・熱帯間HiiをたどＩＬその後インデイ太白人，黒人からな

る人的要素および家族，文盲，住宅言語等の社会間趣を扱う。同等に農業，工業輸送，

交通といった経済面と，進歩のための同盟等に代表される国際通iBj関係を－瀞する。

１１丁２部：ここではイスパノアメリカの各国の地理，経流社会，ilij菜活動を個別的にみて

いく。
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研究機関めぐり

ラ米商法（講義４[in仇通年週２時間）

中川和彦兼任講師

ラテン・アメリカ諸国の商法の雑木を理解させること稚目的とし，本年腱はアルゼンチン

とメキシコの会社法と商］｢売買法を主としてlll(6)上げるｶﾐ受識者の群ｌｋの知識・学力を者
／

。,く゛、

Iixして，日木商法と比較しながら講譲を進める。また，スペイン語の法律になれるため，法

鱗契約会社の定款を謎む機会も持ちたい。参考聾として拙蒻「ラテン・アメリカ法律書

概説」（ラテン・アメリカ協会）を読んで欲しい。

ラ米政治機構（講義２顛位，iiItWl週２時間）

Ｇ・Ａｎｄｒａｄｅ助較授

体系的に現代のラテン・アメリカの政治機織とその社会的，綴済的?Ii･鎖を分析す愚。たと

えば，カシキズムの現象や大土地所有制と政治との119鑑中龍階誕力に人教会．学生その

他の圧力I団１体の亜婆性について税明する。謡線審はできるだけ「ラ米史」影すでに受i\Ii,して

いるととｶﾞ:望ましい。授業はゼミナール形式で，日本語で前IUlのみ行左い，人敏によってテ

ーマをわけて研究発表を行なわせる。

ラ米政治19噸（講義２ｍ位，後IIJ１週２時Hil）

Ｇ･Ａｎｄｒ１Ｃｉｅ助救授

この歌義で腿現代ラテン・アメリカにいて起りつつある政治変化について税Iﾘ】する．と

くにメキシコとキューバの革命にZn点をおき，この二つを比較しながら研究する。また，こ

の２つの革命とUAI述して，米阿とラテン・アメリカとの国際関係にもふれる。授，l堂はゼミナー

ール形式で，日本語にて後IUlのみ行ない。人数によってテーマを分けて研究発表を行なわせ

ろ。

－，６－



ラポ史（鐡綻４f1t位，】､傘週２時'111）

ＱＡｎｄｒａｄｅ助戦授

衷ずメキシコのマヤ・アステカブＵｙＬペルーのインカ文明について鈍りIする。次に現代ラ

テン・アメリカを理解するために，詳しくスペイン械民地時代の繩済社会的婆紫を分析する。

鋪２１@Iの独立時代については，その原因・要因と独立の過程をみる。政治的独立を終えてか

ら維済的H11戎識めざす現代までが第５期である。この瀦穫はさらに深くう米IijI死を行なうた

めのfMiﾀ！】i麟彩与えるもので，学生にレポート研究発表を行なわせる。授業はスペイン語で

行なう。

ポルトガル語学科
bＰ

ブラジル研究人１１１（講莪１叩位，millUl週２時1111）

水野一助敬授

、木鋼と英語の文献を使ってブラジル研究のための維艶知識を腿供する｡内容はポルトガ

ルおよびブラジルの歴史，ブラジルの地Eu，政治，総流社会･日本とのＩＨＩ係など全般にわ

たる。参瀞』fは井上幸治繕「南欧史」，ラテン・アメリカ協会稲「ラテン・アメリカの雌史」

日．Ｅ，ｐｏｐｐ１ｎｏ：ＢｒａｚユユーＴｈｅＬａｎｄｉｍｄＰｅｃｐｌＱＣ・Ｎｒａｇ１ｅｙ：

ＡｎｌｎＣｒｏｄｕｃｔユｏｎＬｏＢｒａｚ１ｌなど｡

ブラジル歴史・地理（繍鮠２iii位，ｊ､年迦２IIlilIll）

水野一助救援

ポルトガルiMi文献を使ってブラジルの騰史および地JMIの概婆を修御する。テキストは

ＪｏｔＬｑｕユ、Ｓユｌｖａ；ＨユｓｔｏｒエａｄｏＢｒａｓユユなど。

－，７－



～

研究機醐めぐり

ブラジル文化史（講義４単位，通年ｊＷｉ２時１ｍ）

Ｖ･Ｌｏｒｓｃｈｅ並ｅｒ教授

ブラジルの人間・文化形成の基本的要鑛を把握することを圃的とする。とくに，このよう

なﾉ(IIU・文化形成の5つの)R大要鶏すなわちインディオ（原住民)，白人（とくにポルト

ガル人)およびＩＡＩ人について研究を行なう。参考(1$ｉｆ，Manuc1D1bguosJunior
：ＥｔｎユａｓｅＣｕｌｔｕｒａｓｄｏＢｒａｓｉ１。

ブラジル史描習（演習４１１t位，jUi年辿２時間９

佐野泰彦教授

ブラジル発見時代の鮫もｉｎ挫な:〔録であるペロ・ヴアス・デ・カミーニヤの手紙を，参考

文献と1t鮫してlilI死させ，発炎させ筋。このほかのＩＨＩ係記録も髄時与えて研究させる。

参考文飲は，Ｃ、、、Ｌｏｙｅｄ．：ＰｏｒｔｕｇｕｅｓｅＶｏｙａ再e，１４９８－１６６５，

四，６１．５ｕｒｎｓ：ＡＤｏｃｕｍｅｎｔ１ｒｙＨユｓ七ｏｒｙｏｆＢｒａｚエユ

、

ブラジル経済iiHW（波習４jli位，通年週２１１１r欄]）

小林利郎兼任講師

iiill0lにおいてブラジル経済の基礎知識を以ての項側に沿って雛瓢する（鋼挫主体），

１）I皇l然猟境２）人的側ilii，３）継済発鴎４）工業ilM薙後期は以上の知識のうえに立

って現在ブラジル纏済が直面する猪１１M剛（工業化，インフレーション。外嗣資本など）につ

いて参考文献を読みながら自由に討論し合う（ゼミ形式）。

ブラジル文化iiiWI（liii習４１ＭＬ通年jul2時間）

Ｖ･ＩＩｏｒｓｃｈｅ１ｔｅｒ敦授

「プラジノツ文化史」において得た知撚をもとに，ブラジル文化の雛々の局IHiについてさら

に突込んだ分析を行なう。扱うテーマとしては，ポルトガル熱ｌ|}文Iﾘj論の通暁起鰯特徴，

近代ブラジルの人脈状況，人ﾘﾘ（差別と偏見などがある。参考排は，ＧユエｂｅｒｔｏＦｒｅｙｒｅ

－，８－
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ＩｎｔｅｇｒａｃａｃＰｏｚ･ｔｎＥｕｅｓａｎｏｓＴｒｏｐユＣＯＳ。

ブラジル文学演習（油習４rIiljL迦出'二週２１１柵]〕

ＭＧｉａｎｎａｃ１ｎｉ兼任講師

ブラジル文学の発腰を１８５６年蓑での植民地時代とそれ以後の国民文学時代に分けて考

察し，それぞれの時代の主要な作家の作品をとI)上げて分UfすZi。扱う年代は樅民地時代の

キーエンテイスタ，バロヮク派，アルカディア派，過渡期。剛氏文学時代のローマン派，写

爽派，レンポリスタ，モデルニスタ，ボス・モデルニスタであみ。

ラ米経済蝿（荊幾411i位，Jui&I:週２１I制1Ⅱ）

大１１１１炎、ｉ兼任;ル師

ラサ-ソ・アメリカの維済発展を洩定する条件を分1斤し．その維瀦榊造の特lBiむりjらかにす

る。とくにラテン・アメソカに腿１１劃j型貿易IlIi発会砿において．趣|;M雄111側の卿!il命的埜礎と

左⑰たプレビッシニ理鑪インフソーションをめぐる織迭学派の斑1鏑など，mMilの駈済理論

が篭逃し，その綴済1111発に指導的役割を果してい愚ので．これらのJV1iWiを１４ｒ付し，ラテン・

アメリカ綴済洲発の方途ならびに南北鰐鰯の本質を究lﾘＩする。

ブラジル政治・行政（赫溌４１M位，J1u年過２時'１１１）

柵鵠正錨;'１〔柾AMi繩

ブラジルにおける現代政治と行政機構の変遷ｃその背後にある社会liW造とのUij通のjW1明を

中心iUlL題とする。前期は，iMI半旗現代政祷史，後半に政治・行政機椒と社会ｲIi造との関ＩｌＭｉｊｚ

を概説し，後)Ujはテキストを中心に現実の国家諸iifljmの騨案か型施の過程を皿して，政祷．

行政ＢｉＩ櫛の社会ｲﾙ造に及ぼす影粋についての理論上と爽際上のギャップを解明十愚ことに力

点をおく。

＝９９－



■￣邑泪ワーニ四二

研究機IHIめぐり

プラジノリ政治過穏（識穫４tｉｔ煙通年週２時間）

Ｍ･Ｃｒｅｓｐｏ兼任鍛師

１，５０年革命以後のブラジル近代社会の形成期におけるブラジル社会および政治過程を

階級|剛の衝突という観点から分Ｉ庁する。内容は，１）序文，２）伝統社会と階級，

５）１１５０iIH革･命，４）エスタード・ノーポ．５）戦後から１９６４年革命まで，

６）１９６４半紙命と現代の問趨，７）鎗総

尚次号以降引続き順次日本におけるラテン・アメリカの研究機関を紹介する予定である。

UL
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